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実は，12 月に女性の先生方に歓送会を開い
ていただいて，今年で 35 年，大学にいたと申
し上げたのですが，筑波大で学生と大学院生の
時代も過ごしておりますので 9 年足すと 44 年。
大学院終えて岩手に 3 年半おりましたが，その
時間を除けば，大学生以降，ほとんど筑波大学
という，身体はほとんど筑波大学，という人間
です。それで僭越ながらこのようなタイトルに
させていただきました。

教育臨床学は，私が担当してきた専門科目で
す。私は山形県山形市で生まれました。今，井
田先生に大体ご紹介いただいたので，自己紹介
は省略させていただき，本日の話は，「私の教
育臨床学，筑波大学 35 年」ということで，お
話しさせていただきます。

私の専門は，大学と大学院が心理学のため，
ここにいらっしゃる先生方，ほとんど教育学の
先生で，具体的にどういうことかあまりご存じ
ない方もおられるかと思います。また，私は筑
波大学で 44 年間過ごしたわけですが，そのと
きまだ生まれてない方もこの中にはたくさんい
らっしゃると思いますので，少し私の専門をお
話しさせていただきますと，発達心理，臨床心
理，教育心理，教育臨床学，そして学校心理学。
この辺りが私の専門領域です。

発達心理学と臨床心理学で，子どもの成長，
発達，発達段階，子どもの臨床等を学びました。
たとえば，子どの発達の中で，反抗期が非常に
大きな意味を持っていることを学生時代，学ん
だわけですが，臨床の中でさまざま方々にお会
いする中で，その重要性を感じるようになりま
した。また，私が大学で学んだころの発達心理
学では，大人になったら発達は終わりで，あと

はもう下降をたどる，私も実際，今，その段階
にあるわけですが，アメリカで老年心理学が発
達 し，1980 年 代 は life-span developmental 
psychology，生涯発達心理学という学問が台頭
して，生まれてから死ぬまで全てを発達と考
え，大人の心理も盛んに研究されるようになり
ました。私が大学院生の時，生涯発達心理学が
アメリカで盛んになり，学会で老年心理学の部
門に参加しようと思い，その部門の部屋に行っ
たらご高齢の方しかおらず，帰ってきたという
ことがありました。まだ日本では関心がもたれ
始めた頃でした。

また，臨床心理学，これは人格の形成とか，
不適応と精神病理，特にこの精神病理では異
常，abnormal psychology を学んだわけですが，
アブノーマル・サイコロジーの，アブノーマル
というのは，日本では最初に「変態」と訳され
たと教わり，異常心理と学びました。人間の特
性は多くの場合，心理学的には数量的には正規
分布するのですが，アブノーマルとは，正規分
布の両極端のこと，つまり平均値からすごく離
れている少数の人たちのことをアブノーマルと
捉えています。さらに，心理療法やカウンセリ
ングについても，学生時代学びました。当時，
キューブラー・ロスの『死ぬ瞬間』を読んで，
非常に衝撃を受けました。やはり死の病に直面
している方々は，誰にも自分の胸の内，自分の
気持ちや思いを伝えられずに亡くなっていく。
当時はインフォームドコンセントというのもな
かったので，本人が事実を知ったらあまりにも
ショックを受けるということを配慮し，みんな
がその方が亡くなるということを胸にしまって
本人に伝えずにいたわけですが，でも実は，本
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人もそれをうすうす感じ，しかしだれにも言え
ずとても苦しい思いをしている。そこにその
キューブラー・ロスという精神科医が，そうし
た患者さんに向き合い，いろいろ話を聴いてい
くわけです。その中で，死に直面している方々
の心理過程に一定のプロセスがあることが明ら
かにされました。まだ読んでいらっしゃらない
方はぜひ読んでほしいと思います。

また，ミッチ・アルボム著『モリー先生との
火曜日』は，1997 年出版され，アメリカでベ
ストセラーになった本です。この本は，難病
ALS（筋萎縮性脊索硬化症）を患った大学の恩
師に，著者でコラムニストのミッチ・アルボム
が先生に会いに行って，先生に会っているうち
に，先生はもう寝たきりなので，先生を励ます
つもりで行ったのに，結局先生と会って帰る
と，だんだん自分が元気になっていることに気
づいて，たとえ病床にある人でも，人はいろん
な力を持っている，そういうことに気づいてい
く話です。私たちは，そのようにたとえ病の床
にあっても，人との関係の中でいろんな力を持
ちうるのだ，ということをこの本で学びました
し，そういう難病に直面しておられる方でも，
そうやって会いに来た人たちを励まし，勇気づ
け，そして気づかせることができる，というこ
とを学んだ本です。

どちらも今まで読んだ本の中で，自分の中で
は大切な本ですが，大阪大学の鷲田清一著，

『「聴く」ことの力』，この本も多くの刺激をう
けた本です。自分の専門はカウンセリング，臨
床心理学ですが，今，科学技術が進歩し，もの
すごい勢いで社会が変わっている中，私たちは
本当に一瞬たりとも待つことができなくなって
います。何でもできるだけ早くすませたい。食
べることもそうですし，どっか行くこともそう
ですし，仕事をするときも，とにかく早く，早
く，時間をかけずにと思って過ごしています。
科学技術は便利に，早く，間違えずに，安く…，
とそれを目指してきたわけですが，教育もだん
だんそうなっていますね。学校の先生方も，私
はいろんな先生と接しますが，よく，「どうし
たらいいですか」と聞かれます。だれでも，困っ

たら，どうしたらいいかって考えると思います
が，ただ，子どもの問題に関しては，どうした
らいいかということは簡単に答えられることで
はないし，やはり先生方が子どもたちと対面し
ていく中で，いろいろ考えながら時間をかけて
やっていくということが大事なことです。特
に，不登校からひきこもりになられる方は多
く，今現在，100 万人ぐらい子どもから大人ま
でひきこもりの方がいるわけです。そういう方
たちは，本当にこの「時間」ということと対峙
して，毎日毎日過ごしておられる。ある意味，
待ってもらえなかった結果として，こういうこ
とが起こっていると考えることもできると思い
ます。

今，私が授業で担当している教育臨床学やス
クールカウンセリングですが，主に臨床学の中
で，子どもの問題や，不適応などを扱っていっ
て，この問題の背景に何があるのか，どういう
ふうに支援していくのがいいのかということ
を，ずっと講義してきましたし，学生と一緒に
考えて学校や生徒を支援してきました。また，
最近，学会は学校心理学や，国際学校心理学に
出ることが多いのですが，学校の中で教育が営
まれる，その中で心理学をどのように生かして
いったらいいのかということを考えるとき，学
校心理学の示唆が非常に大きいと考えるように
なり，今は，学校心理学を中心に研究や学校支
援を進めています。　

次に，私の臨床の軌跡についてお話ししたい
と思います。

1976 年，自分が大学の 2 年生のときから，
当時，さまざまな発達上の困難を抱えた自閉症
や自閉的傾向のある幼児，児童，保護者の方や
学校の先生と出会い，関わって，仲間と先生の
手伝いをしながら臨床の活動を進めてきまし
た。この中で出会った人々ということで，お話
ししたいと思います。

最初に，この子どもの問題は周りが作るん
じゃないかということで，「死にたいと訴える
お子さんの事例」についてお話しします。この
お子さんの事例はよく授業でも話しているので
すが，小学○年生のお子さんのお話しです（個
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人情報に関わるので皆さまの資料には具体的に
はお示ししておりません。よろしくお願いしま
す）。このお子さんは当時小学○年生で，死に
たい，死にたいと言う，ということでお母さま
がお子さんを連れて相談室を訪ねて来られまし
た。Ａさんは駅のホームから飛び降りようとし
たり，マンションのベランダから飛び降りよう
としたりを繰り返すということでした。また，
Ａさんは，毎日学校で担任に叱られている，と
のことでした。クラスで問題児扱いされていた
ようです。クラスで困ったことがあると必ず

「また，〇〇ちゃんでしょ！」と先生に叱られ
る。本人がいくら「違う！」と訴えても，〇〇
ちゃん！と決めつけられ，叱られることが毎日
繰り返されていたそうです。

相談を受けたとき，私自身はその子どもの気
持ちをすごく心配しました。小学○年生で死に
たいってよっぽどのことだなと思いました。た
だ，お母さまはお子さんの訴えに対してそんな
に心配しておられない様子で，親子の気持ちに
違和感を覚えました。

このお子さんとは，プレイセラピーをして一
緒に遊び，お母さまとはカウンセリングをして
いきました。お子さんはプレイセラピーを通し
てだんだん元気になっていきましたが，お母さ
まの方は，このお子さんに対して，当初，非常
に手がかかる面倒くさい子という受け止め方を
しておられたようです。ですから子どもがどん
なに騒いでも，あー，また始まったくらいに感
じておられ，学校で先生に叱られるのもそのせ
いだ，という受け止め方でした。少々騒いでも，
お母さまの受け止め方がそのような感じでした
ので，学校での教師からの叱責とも相まって，
お子さんの訴え方がだんだんエスカレートして
行ったと思われます。一般に，小さいお子さん
は自分で対処できない困ったことが起こると

「赤ちゃん返り」をするわけです。例えば一旦
おむつが外れた子どもでも，またおねしょをし
たり，自分で食べられるようになったお子さん
でも，食べさせてほしいとねだったり。そんな
風に下のお子さんが生まれると，よくそういう
ことが起こるわけですが，このお子さんも面接

を重ねる中で，そういうことがだんだん始まり
ました。洋服がうまく着られないから着せてほ
しいとか，ご飯食べさせてほしいとか。そうい
うことが，プレイセラピーを進める中で同時に
起こってきました。お母さまは面倒くさいなと
思いながらも，子どもにちゃんと対応していく
と，だんだん子どもは元気になって，死にたい
ということを言わなくなりました。

お母さまにしてみると，なんだかんだ面倒く
さいし，先生が毎日この子を叱るのはしょうが
ないって受け止めておられたのですが，プレイ
セラピーをしてお子さんがだんだん落ち着いて
いった頃，ある日，そのお子さんが私に，「僕，
最近先生から叱られなくなったんだ」と教えて
くれました。

また，そんなことがあった頃，お母さまが学
校から呼び出され，担任の先生から，「（校長か
らの話で）学校に保護者の方から苦情があった
そうなんですけど，苦情を入れたのって，おた
くですよね」って言われたそうです。お母さま
は身に覚えがなかったので，「いや，私じゃな
いですけど」って言ったそうですが，そのとき
にやっと，自分の子どもが毎日どういう状況に
置かれてきたのか，身をもって理解したそうで
す。

毎日毎日，子どもが叱られて，自分の息子は
そういうことをしてないのに，クラスの中で騒
動が起こると，常に自分の子どもが「それはあ
なた」と，自分のせいにされて怒られて帰って
くる。ある日，お母さまも，お子さんが経験し
てきたことと全く同じことを，身をもって体験
する。そのことでやっと自分の子どもの気持ち
も理解できて，子どものことをだんだん受け入
れられるようになってくる。カウンセリングを
進めていると，このようなことが不思議とパラ
レルに起こってくるのです。さらにそうしたこ
とが起こった後，Ａさんは，「先生に叱られな
くなったんだ」と言えて，「死にたい」ってこ
とも言わなくなっていきました。

この（資料の）障害とか問題は周りが作ると
書いてありますが，結局このようになってみる
と，この子自体は，特に障害があるわけではな



― 72 ―

いのですが，お母さまは，この子，何か障害を
持っているんじゃないかってずっと思っておら
れたようです。しかし，結局，そのような死に
たい，という訴えもなくなり，学校での先生か
ら叱られることもなくなり，お子さんは受け入
れられて，次第に学校がだんだん楽しくなって
勉強もするようになった，というケースです。
ただ，一つ，このケースは後日談があって，先
生は他の子を叱るようになったということが実
はありました。やはり子どもと先生の関係も子
どもの問題と深くかかわる場合があります。こ
の事例も，実は教師がお子さんの問題と深く関
わっていたのですが，少なくとも保護者の方と
お子さんは，会っていく中で，保護者が変わり，
子どもが変わり，伏線として教師も（Ａ君への
接し方が変わっていった，という事例です。

次の事例は，これはやはり小学生のお子さん
でしたが，家出を繰り返すというお子さんの事
例でした。小学校低学年で家出を繰り返すとは
一体どういうことだろうと，当時思いました。
小学校高学年から中学生，高校生なら考えられ
ますが…。今から 30 年ほど前の事例です。

そのお子さんはお父さまが相談室に連れて来
られました。お父さまが相談に来るということ
も相談室ではあまりないことでした。それも少
し変わっていると思いましたが，お母さまは働
いておられて，お父さまは当時，失業中とのこ
とでした。お父さまはお子さんが家出を繰り返
し，そのたびお子さんが警察に保護されると呼
び出され，警察に叱られるとのことでした。「お
まえ何してるんだ，ちゃんと監督しろ。」と叱
られ大変困っているということで，お父さまの
ほうは先輩がカウンセリング，私はお子さんと
プレイセラピーをして遊びました。結論からい
うと，このお子さんは 1 年ぐらいで家出がなく
なっていったのですが，このお子さんは私と会
う中で，ずっと私のことを「あんた」と呼びま
した。また，箱庭療法というのがあって，箱の
中に砂があって，砂を掘って，湖とか海とか沼
みたいにすることができ，そこに木や家や，人
物や動物などのフィギュアを置いて，自分の
庭，小宇宙みたいなものを作って遊ぶんです

が，その子にそれで遊んでもらったら，その子
は箱の中に絶対作りませんでした。必ず箱の外
に作るんです。そういうことをした子はその子
が最初で最後でした。当時，私はまだ 30 代，
相談室に行って数年たったぐらいだったので，
その子となんで距離が縮まらないのか，多くの
子は一緒に遊んでいるうちに，だんだん距離が
縮まって仲良くなっていくのですが，この子は
結局，家出は収まっても，最初から最後まで私
のことは「あんた」でした。家出が収まったの
はよかったと思いましたが，当時はそれがよく
理解できませんでした。

今思い返せば，その子は虐待を受けていた可
能性があったのではないかと思います。箱庭の
中に自分の世界が作れないということは，その
子にとって家の中は安心できる場所ではなかっ
た，だからいつも外に箱庭を作る。それに箱の
外に作るものは標識だらけでした。あれは駄
目，これは駄目という禁止マークです。今思え
ば，その頃，児童虐待の事例に接することはほ
とんどありませんでした。ましてや当事者が相
談室に見えるということはまずないわけです。
今振り返ればそう思えるということであり，真
偽のほどは分かりません。これは最後まで推察
の域を出ていません。ただ，そういうふうに考
えると符合し，理解できることがいろいろあ
り，いろいろなお子さんや相談にのってきまし
たが，後になってそう考えると納得できる，と
いうことがあります。この事例もそうで，深く
心に残る事例でした。

他にもお話ししたい事例はあるのですが時間
もないので，最後に，今，社会的にもトピック
である，ダイバーシティに関わる事例，生きに
くさを訴える 30 代の男性の事例をお話したい
と思います。この方は 30 歳代でアメリカでラ
イターをしておられ，本を沢山出版されたそう
です。その方が相談室にいらして，「自分の周
り，親戚は社会的に地位のある方々ばかり。父
親，伯父さん，いとこ，皆さん，社会的地位の
高い方々ばかりだそうです。自分はライターを
しているため中途半端に思われており，非常に
生きにくい，というご相談でした。私は女性だ
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し，仕事を続ける中で女性であるが故のいろん
な困難を感じることもありました。ですが，そ
の方にお会いして，男性は男性で，一本引かれ
たレールの上をずっと走っていかないと「一人
前」の男性として認められないと感じるのだ，
ということを，その方から教えられました。そ
の方は，「女性はいいですよね。結婚するかし
ないか，子どもを産むか産まないか，仕事をす
るかしないかって選べるじゃないですか。」と
おっしゃいました。男性はそうはいかない，と
嘆いておられました。男性，女性としてどう生
きるか，どういう生き方をするのか，それぞれ
に生き方があり，悩みもある，ということを考
えさせられました。

相談室で，2，3 歳のお子さんから，上は孫
のことを心配する祖父母で 70 歳ぐらいの方ま
で，いろんな方とお会いしてきました。そうい
う方々と出会う中で，一緒に問題を考え，たく
さんのことを教えてもらったと思います。

人間をどう理解するか，人は相手によって変
わり，様ざまな面をもっています。私たちはい
ろんな面を持っており，ジキルとハイド，本当
に悪魔にもなれば天使にもなると感じていま
す。私たちは相手との関係でいろんな面を持っ
ているわけで，でも天使であろうと悪魔であろ
うと，それはだれもが持っている多面性，とい
うことだと思います。

実際，今まで，お会いした方々で，本当に親
切で心根の優しい人ほど，鬼のような面を持っ
ているということも経験してきました。自分が
学生のときに恩師の臨床の先生から教わったこ
とは，「性格は極端な人ほど逆にも極端」とい
うことです。こちらにすごく振れる人ほど反対
にも振れる。ものすごく細かいことを気にする
人ほど，全然気にしない面がある。そういうふ
うに性格は振り子のように両面に揺れると教わ
り，そのように理解しています。

ここで谷川俊太郎の『わたし』という絵本を
皆さんにご紹介したいと思います。読んだこと
がある方，いらっしゃいますか。ありがとうご
ざいます。ほとんどの方が読んでおられないよ
うですので読ませていただきます。この絵本

は，授業の中で必ず学生に見せるようにしてい
ます。

わたし。
おとこのこからみると，おんなのこ。
あかちゃんからみると，おねえちゃん。
おにいちゃんからみると，いもうと。
おかあさんからみると，むすめのみちこ。
おとうさんからみても，むすめのみちこ。
おばあちゃんからみると，まごのみちこ。
けんいちおじさんからみると，めいのみっちゃん。
さっちゃんからみるとおともだち。
せんせいからみると，せいと。
となりのおばさんからみると，やまぐちさんのし
たのおこさん。
ごろうからみると，にんげん。
きりんからみるとちび。
ありからみるとでか。
がいじんからみるとにほんじん。
うちゅうじんからみると，ちきゅうじん。
えかきさんからみるともでる。
おまわりさんからみるとまいご。
おいしゃさんからみるとやまぐちみちこごさい。
レントゲンでみると？？？（レントゲン写真）。
おもちゃやさんへいくとおきゃくさん。
レストランへいくとおじょうさん。
えいがかんへいくとこども。
どこかのみちこちゃんからみるとおんなじなま
えのこ。
しらないひとからみると，だれ？
ほこうしゃてんごくではおおぜいのひとり。

谷川俊太郎「わたし」福音館書店（1981）より

こういう絵本です。
このように，やまぐちみちこという子は一人

の人間ですが，相手によってこんなにいろいろ
な面を持っているということを，子どもたちは
絵本を通じて学んでいくわけです。授業の中で
はこのように，私たちがいろんな側面を持って
いること，相手によってそれが変わる，という
ことを伝えています。
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それからこれは大分前に京都大学霊長類研究
所の松沢哲郎先生が朝日新聞に書かれた記事で
すが，霊長類の赤ちゃんはあおむけに寝かせる
とすぐぎゃあぎゃあ騒いであおむけに寝られな
い。だけど人間の赤ちゃんは，ちゃんとあおむ
けになって寝られる。これは私たち人間のコ
ミュニケーションで，目と目のコミュニケー
ションが非常に重要なものなんだということ
を，霊長類の研究を通して示してくださってい
ます。私たちはいろんな人と関わる中で，コ
ミュニケーションをとっています。授業の中で
は，コミュニケーションをとても大事にしてお
り，コミュニケーションというのは言葉だけで
はなく目と目を合わせる，特に視線ですね，視
線というのが非常に私たちにとっては重要な役
割を果たす，ということを授業で伝えるように
しています。

最後に私の臨床観をまとめたいと思います。
私は，いろんなお子さん，不登校のお子さんに
も会って話してきましたが，他者に認められ
る，受け入れられる，ということは非常に重要
なことだと思います。それから，さきほどお話
しした小学 2 年生の死にたいを繰り返した子の
お母さまとお会いして，やはり親が子どもをど
う受け入れるかということも非常に重要なこと
だと思います。様ざまな親子にお会いし，そう
いうことを考えるようになって，お母さまたち
の子育て支援するようになり，多くの保護者の
方々にもお会いしてきました。そこで感じたの
は，保護者の方々も「いい子」を演じている，
ということでした。自分の子どものことでとて
も悩んでいたり，突然子どもに熱が出たりして
も誰にも相談しない。相談できない。だから結
局，育児本を読んだりネットで調べたりして，
だれにも相談せずに全部自分で対応しておられ
る。そうすると，どんどん追い詰められていく。
そういう，人を頼れない，助けてって言えない
ということが非常に多いと感じています。実
際，人に援助を求める，被援助志向性，援助希
求ということが最近メンタルヘルスとの関係で
指摘されるようになってきました。

それから人と物，空間との関わり合いです
ね。これも研究のことでお話ししますが，私た
ちは自分の部屋，自分の研究室というのを持っ
ており，家に帰れば自分の居場所があると思い
ます。一方，様ざまな不適応を抱えた方々は，
どこにいても落ち着かない。どこにいても自分
の居場所と感じられない，ということが多い。
例えば不登校になったお子さんに，保護者の方
とお会いして，お子さんと相談室に来てくださ
い，とお願いします。保護者の方に祖相談室に
一緒に来てくださいとお願いする。そうする
と，保護者の方々が異口同音におっしゃるの
は，「先生，うちの子，忙しくてそんな暇はない」
と言ってますと。ずっと自分の家にいて部屋に
閉じこもっているのに「忙しくてそんな時間が
ない」と言われます。とても不思議ですが，お
子さんの気持ちとしては，自分がここにいても
安心できない，いたたまれない，落ち着かない，
そういう気持ちでいるのだろうなと，私はそん
なふうに考えて話を聴いてきました。

ですから，私たちが自分の周りに何を揃える
か，どの部屋に何を置くか，どんな家に住むか，
どういう場所，どういう地域に住むか。そうい
うことが私たち一人一人の行動や，安全，安心
感に影響している，ということです。ですから，
池田小でああいう事件が起こったときに，
PTSD，皆さんも知っておられると思いますが，
生き残り罪悪感があり，その場所に行けばやっ
ぱり，そのときのことを思い出す。そこに絶対
に行けないし，そのことがフラッシュバックす
るということが私たちには起こるわけで，そう
したことを考えずにここにいられる。じっとし
ていられるということ，自分と空間，環境の関
係は，適応，不適応とすごく関係しています。

結局，こうした人との関わり合い，場所や空
間，環境との関わりの中で，私たちは生き，そ
して自分を形づくり，形を変えながらも「自分
さがしを続けている」と言えるのではないで
しょうか？カウンセリングも，カウンセリング
を通して自分探しをしている，ということだと
思います。いろんな方とお会いして感じてきた
ことなのですが，結局相談に来られる方たち
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は，自分の人生なのに自分を生きられていな
い。誰かのために生きていたり，何かを演じて
きていたり，自分の時間なのにいつも誰かのた
めに使っていたり。そういう方たちだな，と感
じてきました。ですから，例えばお子さんとプ
レイセラピーで一緒に遊んだり，カウンセリン
グで 40 分とか 50 分一緒にお話しするわけです
が，その時間は絶対にその人のための時間とし
て私たちは共に過ごす。だからそこに来て，そ
の時間を過ごす人は，自分の時間としてその時
間を過ごしてくれないとカウンセリングは成り
立たないと感がています。それは，ある方との
面接で痛感したんです。その方はお子さんのこ
とを心配して相談に見えたのですが，お子さん
が不潔恐怖で何にも触れない。私たちは最初に
お会いする時は，60 分，場合によっては 90 分
ぐらい，最初だけお話をお聴きしますが，その
方はずっといろんな話をしてくれました。その
方と初めてお会いし，私はずっと話を聴いてい
たのですが，終わったらとても疲れていまし
た。結局その方は，申し訳なかったと思います
が，2 回目から来なくなりました。そのことを
今振り返ると，相手が思うように，相手が過ご
したいように過ごさせることが大事だと思って
きてそのつもりで面接したのですが，一方で，
話し過ぎるということにも注意しなければなら
ない，とつくづく思いました。その方の場合，
実はそのお母さまも強い不潔恐怖症で。ですか
らその後のカウンセリングでは，話し過ぎる，
ということに注意するようになりましたし，さ
らに，どのようにしたらその方が，あるいはお
子さんが，過ごしたいようにその時間を過ごせ
るのかということを考えながら，お会いする時
間を大切にお会いしなければならないといつも
考えるようになりました。

もう一つ，この例と全く逆のエピソードで，
あるカウンセラーから聞いた話ですが，ある
時，中学生が，学校の先生から教育相談に行っ
て来いと言われて相談に来たそうです。それ
で，あるカウンセラーはその子に会った。とこ
ろが 1 時間会って，その子はひと言もしゃべら
なかったそうです。そのカウンセラーはずっ

と，その子が何かしゃべるのを待っていたそう
ですが，でも待って待って，待って待って，結
局 1 時間待ち続けて，その子はひと言もしゃべ
らなかったそうです。それで最後に，「次もま
た来てくれる？」って言ったら，「また来る」
と言って帰ったそうです。後日そのカウンセ
ラーは，生徒が何も話さなかったのが心配で，
学校の先生に連絡し，「その子，学校で何か言っ
てました？」と聞いたら，中学生は先生に，「す
ごく話しやすかった」と言ったそうです。そし
てその後も相談に来てくれて，カウンセリング
は進んだそうです。

このエピソードからわかるように，カウンセ
リングで話すか，話さないか，話せるか，話せ
ないか，さらに何を話すか，は一瞬一瞬で決ま
り，変わります。カウンセラーも同時に，相手
が何を話してくれるのか，何か話してくれたら
次どうするか，ということを，相手の話を中心
に聴きながら考える連続です。どのような形で
相手を配慮して，相手を大切にして，相手にそ
の時間を過ごしてもらうということは非常に難
しい。そう簡単なことではありません。相談に
来た方が「自分の人生を自分の主人公として」
カウンセリングの時間を過ごしてもらえるよう
に，専門用語でいうと自立性とか主体性，自尊
感情，自己肯定感といったような，そういうこ
とがカウンセリングの中でその方の中に育まれ
るように配慮して会ってきました。

以上，私の臨床経験の一部をお話しさせてい
ただきました。

次に，どんな研究をしてきたかについてお話
ししたいと思います。

私が学生だった頃は，「自立」，女性も自立す
るんだ，という，そういう考えは小さい頃から
持っておりました。皆さんはご存じないかもし
れませんが，70 年代，学生運動がだんだん下
火になって大学進学が増えていった頃でした。
私が大学に進学した頃，大学進学率は何と
16 ％です。人間学類の男女比は3対1で，今は，
大学進学する人は 50 ％ですから，当時は大学
進学する人も，進学する女性も少なかった。皆
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さんにとっては信じられないでしょうし，昔の
数字と言われると思いますが，そういう時代で
した。ですから大学に行ったら自立すべきだと
思っていましたし，アイデンティティーをどう
確立していくかが人間の成長と発達だというこ
とを発達心理学で教わったので，自分自身もそ
のように考えておりました。セルフ，「自己」
を確立していく，自分で自分のことを考えた
り，自己コントロールしていくことを考えたと
きに，一番大事になるのが幼児期なので，発達
心理学の研究室で学び，幼児の自己コントロー
ル，「がまん」の研究を学類学生の時行いまし
た。「がまん」することを子どもはどうしてで
きるようになるのか，どうしたら「待てる」よ
うになるのか，子どもががまんするってどうい
うことなんだろう，というようなことを研究し
ました。学類では幼児期の自己コントロールの
発達，その後は大学院に進学後は，学習性無力
感，つまり自己コントロールを失うってどうい
うことなんだろうということをテーマに研究し
ました。当時，学習性無力感の研究論文をアメ
リ カ の 心 理 学 者， セ リ グ マ ン（Seligman， 
M.E.P．）が発表し，人がうつ状態になるメカ
ニズムについて学習理論で説明したのですが，
非常に明快で分かりやすく，発表される論文を
次々読みました，セリグマンの理論によれば，
うつ状態は学習されたものだと説明されていま
す。一般に，失敗経験から挫折してうつになる
と考えられがちですが，人は失敗して，挫折経
験がうつになる訳ではない，ということが実験
で明らかになりました。
「自己」「セルフ」の研究は長い間続けてきま

したが，その後，相談室でいろんな方にお会い
して，子ども，大人，男性，女性，いろんな方
とお会いする中で，結局，子どもたちの不適応
の背景には人間関係があると考えるようにな
り，それでソーシャルスキル，人間関係，人と
どのような関係を作っていくか，ということか
ら，ソーシャルスキルの研究をするようになり
ました。これが 1980 年代が終わり 1990 年頃の
話です。このソーシャルスキルの理論も「人と
人との関わりは学習される」という考え方で

す。それまでは，人との関わり方は性格だ。内
向性とか内気とか恥ずかしがりという言葉があ
りますが，人とうまく関われないということは

「性格から来ている」と考えられていました。
性格だから変われないというふうに考えられて
きました。ですが，このソーシャルスキルの考
え方は，「人と人との関わり方は学習される」
と考えており，人との関わりが苦手だとか内気
だとか，恥ずかしがり，ということも，結局人
との関わりを経験する中で，その人が獲得して
いるものだ，という考え方です。

その後，ソーシャルスキルを研究を進める中
でいろんな実験を行いました。この実験で非常
に興味深いことを経験しました。私はそれまで
大学や大学院で研究を進める中で，発達心理学
や児童心理学の研究でも必ず性差とか学年差の
比較検討をするのですが，特に性差にはあまり
注意を払わずに結果を見てきていました。です
が，小学 3 年生から 6 年生までの児童を対象に
対人関係の実験をしたところ，非常に興味深い
ことが起こりました。どういうことかと言え
ば，実験は，子どもたちのソーシャルスキルを
事前に測っておいて，子どもたちを事前に測定
した対人関係で適当に組み合わせ，男子のグ
ループ，女子のグループを作って共同作業して
もらう，という実験でした。15 分間待っても
らっている間，画用紙と色紙，はさみとのりで
共同作業して何か作品を作ってもらう，という
実験ですが，実は，実験はその 15 分間，子ど
もたちの共同作業の様子を観察し，関わりを測
定する実験でした。その研究から，非常に驚い
たことは，グループでの人とのかかわり方が，
男子と女子で全く違う，ということでした。男
子は大体，遊び始める。おまえあれよとか，こ
れやれよとかなすりつけ合って遊び始める。中
には「みんな，やろうよ」みたいなのを言う子
もいるのですが，大体は 3 年生も 6 年生も遊ん
でいます。ところが女子の場合は，大体，やっ
てって言われたことはやるのですが，共同作業
をしながら，「ねえねえ，さっきのお姉さん
さぁ」とか，実験助手で来てくれた大学院生の
髪型とか服装などについて，いろいろおしゃべ
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りを始めるんです。「きれいだと思わない？」
とか，「あの髪型どう？」とか。本当に驚きま
した。男子は一切，ひと言もそういうことはあ
りませんでした。

その後もソーシャルスキルの研究を行いまし
たが，男子と女子がグループで何かするとき，
やっぱり女子は誰と集まるかが大事で，一方，
男子は，集まって何をするか，のほうが大事な
のです。つまり野球したい，サッカーしたい，
じゃああいつ呼ぼう，みたいになるのです。し
かし，女子はあの子と会いたい，あの子とお
しゃべりしたい，そちらが先，ということを，
ソーシャルスキルの研究を通して学びました。
男子と女子ってこんな風に違うのだ，というこ
とを知りました。当時の大学院生にそれらの結
果を話したところ，「先生，全くそのとおりで
す。」と言われました。それがどれ位一般化で
きるのか，男女でこのように明解に分かれるの
か，という問題はあると思いますが，私の実験
を通した結果として聞いていただければ，と思
います。

そんなことを通して，私は相談室に会うお子
さんの，例えば不登校のお子さんだったら，女
子だったらやっぱりその学校で，その子がいる
なら学校に行きたいとか，それからあの子がこ
う言ってくれるから行きたいと思うような関係
づくりを配慮するようになりましたし，それか
ら男子の場合は活動，これができるとか，あれ
をやってみたいとか，何に興味や自信がもてる
かなど，そういうことが一つでも探せるよう
に，そんなことを考えながら支援するようにな
りました。ただ，一般化には限界はあると思い
ますが。

それから子育て支援ですね。先ほどお話しし
たように，保護者の方と出会い，結局，教育相
談をやる中で，子どもたちの問題は，子どもが
小さいうち，子育てのうちからやらないと駄目
だと思うようになり，「親教育」ということを
もっと考えなければならない，と思うようにな
り，子育て支援をするようになりました。筑波
大学の大塚にある教育相談室で 10 年間カウン

セリングをしていましたが，一人ひとりのお子
さん，お母さまたちに会って話をするというの
はやっぱり限界があり，グループで子育て支援
を行い，グループの中でお母さまたちの様ざま
な経験や知識をグループで共有し，それぞれの
スキルとか知識がアップしていく，ということ
を行ってきました。私はこの中で，ファシリ
テータとして参加する人たちをバックアップす
るという役割を担いました。子育て支援でそん
なことを行うようになり，茨城県内ではありと
あらゆる場所，県北から県南まで，県西から県
東まで行って，地域で育児支援をしておられる
保健師の方々の力も借りて，保健センターや保
健所で子育て支援を行ってきました。この活動
を進める中でソーシャルサポートの力，グルー
プの力，というのを感じ，グループ研究を進め
るようになりました。

虐待のことでは皆さん，三世代伝達という言
葉，聞いたことがおありかと思います。虐待は
世代間伝達されると言われています。私たちは
親としての子どもとの関わりの多くを親から学
んでいるのです。ほとんどの方は，たくさんの
保護者がいるわけではないので，自分の親，あ
るいは祖父母や場合によっては兄弟姉妹かもし
れませんが，そういう方たちに育てられてきて
いるので，限られた親子関係しか経験していま
せん。ですから，自分のお子さんにどう接する
かという時，モデルになっているのはご自身の
ご両親，保護者です。そういう意味で，子育て
をグループで支援するということは，違う親子
関係を学んでいく，ということにつながるの
で，非常に有意義だと思っています。

さらに今，特別支援教育の連続性ということ
について大学院生と一緒に研究を進めていま
す。小学校の先生，中学校の先生，高校の先生
にお会いして，小中，それから中高の連携につ
いていろいろ話を聞いておりますが，お話を
伺って感じているのは，小中学校，義務教育段
階と高校の教育段階の間に，すごくギャップが
ある，ということです。小中学校の教育と，中
高の教育が連続していません。小中学校の教育
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においては，やはり中学校は受験のことが出て
きて，特別支援を必要とする生徒の皆さんが，
あまり配慮されていないと感じています。やは
り特別支援教育が進んで，普通のクラスに特別
な配慮を必要とする生徒さんがいるわけです
が，その方たちの合理的配慮とか，教育につい
てはまだまだ考えていかなければならないこと
がたくさんあるなと感じます。

私は，学生や大学院生の皆さんと一緒に，高
校で生徒支援もしてきました。その高校には，
小・中学校で不登校だったり，いじめを受けた
り，発達上の障害を抱えた生徒さんが多く在籍
する高校です。学校が嫌いだ，行きたくなかっ
たという生徒がたくさんいました。ですから，
高校もいやいや入学，ここしか入れないという
ことで高校に入学して来るわけです。そういう
高校で学生と一緒に生徒さんたちの支援をして
きました。その高校はむしろ，そういう生徒さ
んを配慮する方針の高校で，中学，高校の連携
というのは，他の学校よりは多分よくできてい
ると思います。高校の先生が進んで中学校から
情報を得ており，そのような高校で学生と一緒
に生徒支援を進めている中で，小中学校の教育
が高校に積もり積もってつけとなっている，と
いうことをしみじみ感じてきたところです。

90 年代後半，教育に大きな転換と（資料に）
書いたのですが，カウンセリングや心理療法と
いうのはずっと限られた方たち，問題や困難を
抱えた方たちのためのものだったんですが，先
ほどお話ししたセリグマンがうつの研究からポ
ジティブ心理学を打ち立て，もっと「一人一人
が持っている良い面」を見い出し，その人が
持っている「強さ」に焦点を当てて行こう，と
いう考え方がアメリカで台頭してきました。セ
リグマンはその後，アメリカ心理学会の会長に
なりますが，その頃（1990 年頃），ちょうど國
分康孝先生の「育てるカウンセリング」という
記事が朝日新聞に掲載され，カウンセリングを
もっと教育に活かして行こうということが盛ん
に発信されるようになりました。また，「レジ
リエンス」という言葉，皆さん知っていると思

いますが，東日本大震災もそうですが，私たち
のいろいろな困難を乗り越える力，今，コロナ
もそうですし，戦争も起きていますが，そうい
ういろんな困難や未経験の困難，そういう困難
を乗り越えていく力，それを育てていく教育を
していこうという考えがなされるようになって
きました。ポジティブ心理学は，当時からその
ことを示していました。ですから，治す（治療
する），から（教育に），生かすということ，そ
れぞれ一人一人が経験してきたことを，あるい
はそのトラウマを経験したことも含めて，トラ
ウマをその人の成長の力にしていこうというよ
うな考え方が最近注目されています。

学校予防教育，これは学校心理学の考え方で
すが，全ての子ども，一部の困難を抱えている
子ども，それから困難をずっと抱えている子ど
もにサービスをしていきましょう，というの
が，学校心理学における１次的，２次的，３次
的援助サービスの考え方です。先ほどお話しし
たように，今，学校支援というのを小中学校で
進め，ピア・サポートをやって，友達が友達を
支える，そして安心できる人間関係づくりとい
うのを進めています。今の子どもたちは人と関
わることが強いストレスになっているので，な
るべく人と関わらないようにしてる，というの
が今の子どもたちの現状です。ですから，ソー
シャルスキル教育で子どもたちに「何を教えて
ほしいですか」って聞くと，「断るスキルを教
えてください」と言われます。つまり誘いを相
手に不快な思いをさせずに断って関わらないで
済むスキルを教えてほしい，と言うわけです。
子どもたちは友だちに誘われても断れない，と
いう悩みを抱えているわけです。こちらはでき
るだけ安心して人と関われるスキルを教えよう
と思うわけですが，子どもたちが望むのは関わ
らずに済むスキルなのです。

話が逸れましたが，先ほどお話ししたよう
に，高校でも大学院生や学生と一緒にずっと生
徒の学校生活支援をしてきました。この高校に
来た小中学校で困難を抱えていた子どもたち
は，学生と会って，学生といろんな関わりをす
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る中で，学校が楽しくなって進学する生徒も出
て来ております。大学院生が高校に来てくれて
よかった，といろんな生徒が言ってくれます
し，この支援に携わった学生の皆さんも，修士
課程を修了して教師になった方々は，高校でこ
ういう子どもたちに会えて本当によかったと
言っております。ここにいらっしゃる勝田先生
もその活動に参加してくださったお一人です。
ありがとうございました。学生と共に支援活動
を始めて 10 年が経ちました。今，高校はとて
も落ち着いていて，学校の中もとてもきれいに
なり（当時はとても荒れていた），丁寧に子ど
もたちに関わっていけば，子どもたちは変わる
んだ，ということが明らかになりました。これ
は私が考えている学校支援のプログラムです
が，参考にしてもらえればと思います。

最後，あと 5 分ということなので，私の筑波
大学 35 年の最後に，皆さんにお伝えしたいと
思います。

私は 1975 年入学の人間学類 1 期生なのです
が，筑波大学は 1974 年に開学しました。１つ
上の高校の先輩が大学に推薦入学で入り，高校
の先生も「筑波大学は新構想でできた大学だか
ら面白い大学だ」と勧められました。それから
高校の同期生のお父さまが新聞記者で，私が高
3 のとき「心理学に興味がある」と言ったら，

「うちに心理学の本があるから持って来てあげ
る」と言って，本を貸してくれました。その本
を読んで，「あー，面白い」と思って筑波に行
こう，と考えたわけです。

実際，入学の時は体芸棟の体育館で入学式が
ありました。当時の学長，三輪学長が，ようこ
そ筑波大学へ，とおっしゃって，筑波大学は学
際的な研究を進める大学である，それから，国
際Ａ級を目指す，とおっしゃっておられまし
た。学生は，国際Ａ級は難しいよね，などと言
いながら，しかし，確かに私たちは新構想大学
で学際的な教育が受けられたと思います。私た
ち 1 期生は本当に筑波大学に入ってよかったと
思って学生時代を過ごしました。思い出の授業
として，井坂行男先生の「教育臨床学」の授業

が思い出されます。井坂先生の教育臨床学は昭
和 50 年度，開学当時からあった授業で，教育
相談事例や人間観についていろいろお話しくだ
さり，本当に興味深い授業でした。それから
デューイの，School and Society，これを下村
先生が教育の専門科目の英書講読でご担当下
さ っ た の で す が， デ ュ ー イ の School and 
Society は高校卒業したばかりの当時の私には
すごく難しかった上，下村先生の日本語が早口
すぎて。ご存じの方もおられると思いますが。
ですから英語も分からない下村先生の日本語も
分からない，で，本当にちんぷんかんぷんでし
た。教育学も面白そうだ，と思って大学に入学
しましたが，なんか全体によくわからなかった
というのが当時の私の教育学の印象で，結局，
心理学を専攻することに決めました。

学生時代は臨床心理学を学びたい一心で，自
閉の子どもたちの支援をしていました。

それからこれを見てください（当時の写真）。
これが宿舎で，体芸棟が向こうに見えますね。
この写真のように宿舎と体芸棟をひたすら往復
するという学生時代で，雨が降ったらこの通学
路がびちゃびちゃで，革靴がいくつ駄目になっ
たか分からない。また，なぜか行きも帰りも向
かい風で，筑波おろしが本当にすごかったで
す。帰って，宿舎のお風呂に入って頭を洗うと
砂だらけという，そんな学生時代でした。
（筑波大学写真提示）
これは 1976 ～ 1977 年頃の大学全景です（写

真）。ここに見えるのは病院のようです。ここ
が追越宿舎で，この松の向こうにあるのが天久
保池，これが体芸棟ですね。（写真）これがま
だ一学（第一学群棟）ができた頃だと思います。
そんな写真を「筑波大学アーカイブ」で写して
きました。これは昭和 54 年頃の大学，本当に
原野みたいな所で学生時代を過ごしました。こ
れが筑波大学の図書館で，1979 年，大学院の
1 年のときにやっとできました。学部の 3，4
年のころは，教育大の学生が卒業するまで（つ
まり昭和 54 年 3 月まで）は，関連の専門書が
筑波に来ませんでした。ですから海外の論文を
読みたいときは，国会図書館に行って論文をコ
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ピーするという，今では信じられないことをし
なければなりませんでした。国会図書館は開架
式ではないので，読みたい文献をお願いして，
午前と午後，それぞれ 3 本しかコピーしてもら
えませんでした。ですから丸 1 日いても 6 本し
か論文が手に入らないという，そんな時代でし
た。それからもう一つ。大学院生になって初め
て行った日本心理学会 1978 年 9 月，その学会
でスキナー（Skinner， B.F.）の行動理論に関す
る講演を聴きました。

それから教育学系に異動前，東京キャンパス
で昼は相談室で相談を行い，夜は夜間大学院で
10 年，教えました。夜間大学院では終電まで
指導するということを行っておりました。井田
先生が紹介して下さったように，谷川先生が人
事委員長で，教育学系に異動させていただきま
した。本当に学系長桑原敏明先生，それから研
究科長山内先生，同時に宮崎大学から着任され
たのが宮寺先生，堀和郎先生で，お二人には同
期として大変お世話になりました。この場を借
りて学系長，研究科長，そして同期のお二人の
先生，人事委員長の谷川先生には改めてお礼申
し上げたいと思います。

最後に，私は教育学系に異動するときに夢を
見ました。それまで大学で行動理論を学んだの
で，あまり精神分析に興味がなかったのです
が，非常に印象的な夢を見ました。その夢は，
川を渡ると，渡った先に満開の桜が咲いている
という夢でした。その夢を見た日に，人事委員
長の谷川先生から，人事委員会で通りました，
という連絡をもらいました。川を渡る，海を見
る，という夢は人生の大きな転機を象徴すると
言われていますが，その夢は本当にすてきな夢
でしたが，その後にそういうことが起こったの
で，精神分析の勉強もするようになりました。
その後，人間総合科学研究科ができて，門脇先
生，飯田先生，水本先生そして 2005 年には岡
本先生を迎え，異分野の教員４人で院生を指導
してきました。

ここに名前を挙げた皆さん（24 名）は，大
学院博士課程教育学専攻とヒューマン・ケア科
学専攻で学位を取られた方々です。いろんな出

会いがあり，皆さんに心から感謝しています。
それからいろんな出会いにも恵まれました。中
国の留学生の崔さん，王さん，それからカウン
セリング研究科，教育研究科で修論を書いた
後，学位を取得された方々もおられます。また，
学校の先生で中学校や高校の先生をして大学院
で学び，学位を取得した方もおられます。さら
に学校支援では，博士課程の江角周子さん，新
井雅さん，高橋智子さんが，一緒に学校支援を
やってくれました。本当に感謝しています。ま
た，12 月，歓送会を開いてくださった教育学
域の女性の先生方，本当にありがとうございま
した。深く感謝します。最後にこの仕事を 35
年間続けてこられたのは，家族が応援してくれ
たからで，家族にあまり感謝したことがないの
で，この場を借りて感謝します。

これが最後になりますが，このような機会を
与えていただいた教育学域の先生方，大変お世
話になりました。皆さまのご活躍，ご健康を心
からお祈りします。本当に長い間，ありがとう
ございました。

Ａ－　庄司先生ありがとうございました。先生
の 35 年間の仕事とご研究を具体的に分かり
やすくご説明いただいて，大変参考になりま
した。ではお一人，お二人ほど質疑応答をし
たいと思いますが，先生方いかがでしょう
か。それと，Zoom でご参加の方，ご質問あ
りましたら挙手機能でご質問いただけたらと
思います。

　（無言）
Ａ－　いかがでしょうか。じゃあ司会から，先

生のご専門で，カウンセリングをされるとい
う場合，とても勉強になったんですけども，
私のように素人が学生さんから話を聞く際
に，何かアドバイスみたいもの，いろいろ教
えていただきたいなと思ったんですけども。

庄司　先生方，本当に学生さんも相談に来るこ
と多いと思います。学生，いろんな悩みを抱
えておりますし，私もいつも学生の話を聞き
ながら，この学生はカウンセラーの私に相談
してるのか，教師としての私に相談してるの
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か，母親みたいな気持ちで相談しているのか
と，いつも迷います。でも大学の研究室で話
を聞くときは，カウンセラーではなく，指導
教員として話を聞くようにしています。です
から，先生たちもどういう立場で話を聞くの
か，ということがなければ，やはり先生方は
指導教員としてお話を伺ったらいいと思いま
すが，ただお話を伺うとき，先ほどよりお話
ししたように，待つという，やはり相談に来
る人というのは，話そうか，話をするのをや
めようか迷っているんです。どれぐらい相手
が話を聴いてくれるかで，話す内容を決めて
いくんです。ですから，やはり，できるだけ
話に来た学生の時間になるように配慮して，
その学生が話したいことが話せるようにして
ほしいと思います。教師だとどうしても，あ
あしてほしい，こうして欲しい，こうしたほ
うが望ましいというのがあると思うので言っ
てしまいがちなのですが，それはまず置いて
おいて，まず学生の気持ちを聞くという，一
番言いたいことはどんなことなのかとか，あ
るいはどう言ってほしいか分からないとき
は，「私にどう言ってほしい？」「私にできる
ことある？」とか聞くこともあります。その
ようなところでしょうか。




